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未来医学研究会をグローバル視点から発展させ
ていくための活動の一環として先端医療イニシア
チブが活動をすすめている。その目的としては、
今後発展が期待されるアジアとの連携を考え、
・ 再生医療・先端医療を軸としてアジアの国々
との交流のパイプを構築する。
・ 30年、50年の計で物事を睨み、アジア共成
長の礎を築く。
・ 人材交流・情報交流を通じて若い人材を育て
る。
を挙げている。
中国との医療に関する交流チャンネル構築にむ
けて、これまで、2011年9月、活動の第一弾とし
て岡野先生を団長として、中国の天津・北京・上
海を訪問、病院や大学の近代化を目の当たりにし
た。同年11月には未来医学研究会メンバーを中
心とした学術研究者分団を派遣、30名の団員が、
外務省企画の2011日本青少年訪中代表団の一員
として北京・昆明・広州を訪問し見聞を深めた。
そして、2012年6月の2日間に亘り、日本と中国
との間で、先端医療イニシアチブシンポジウム～
第1回日中先端医療構想～を東京女子医科大学 
TWInsにて未来医学研究会、日中文化交流協会
共催、外務省後援を得て開催した。
第2回先端医療イニシアチブシンポジウムは、
2012年10月中国天津にて開催した。本シンポジ
ウムは天津市疾病予防コントロールセンターにお
いて、主催が中国人民対外友好協会および中国日
本友好協会、協力団体として天津市人民対外友好
協会、実施団体で天津市衛生局が担当した。
2014年度の活動としては、2012年、2013年の
東京、天津での日中先端医療シンポジウム開催に
続き、2014年11月26日にTWInsで日中先端医療
ワークショップを開催した。
これまでの日中先端医療交流の経緯を振り返り
つつも、次のステップに向けての具体的な策につ
いて、日中で考える場となった。
2015年度は、具体的な共同プロジェクトを実
現することで天津側と思いが一致し、プロジェク
トの選定を開始した。候補として挙がったのはイ
ンテリジェント手術室、人材育成であった。
天津衛生局との数回のビデオ会議を経て、村垣
教授に加わっていただきインテリジェント手術室
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の説明、天津側のニーズの確認、実際の術中
MRIの仕様等についてもMRIを担当する日立ヘ
ルスケアのサポートを得て議論を進めた。
2016年度は天津との交流を継続し、具体的な
議論をさらに推し進めた。村垣先生を中心に進め
るスマート手術室が中国のテレビで紹介された等
のことも追い風となっていると思われる。
また、岡野先生より図1に示すような日中先端
医療開発拠点構想を東京―天津プロジェクトとし
て提案している。ここでは先端医療として
TWInsのインテリジェント手術室を外科技術＋
ハイテクのひとつのユニットとして位置付けてい
る。情報統合により、手術室がひとつのユニット
となっており、リスクを低減した正確な手術が可
能になる。
中国側にも他にある単なる術中MRIの導入で
はないことを理解してもらうことが重要であるが、
理解は議論を進める中、確実に進んでいると思わ
れる。しかし、このユニットを使いこなすには、
医師へのハイテクのトレーニングが必要で、中国
は、女子医大が50年掛けた技術、先端医師育成
のノウハウを活用することで時間を短縮すること
ができるという大きなメリットがあり、短時間で
次へのステップに進化できることになる。
インテリジェント手術室ユニットを導入するこ
とで、世の中に役に立つことを見せること、デモ
ができる場所を作ることができ、単なる外科医で
はなく先端医療医師、先端医療研究者を作ること
が可能となり、それが21世紀の医療、医療産業
をリードするという展開を期待している。東京―
天津プロジェクトはまず、このような先端医療拠
点を作ることという位置づけにしていきたい。（岡
野先生構想）（図1）
また、中国との交流をサポートしていただいて
いる日本中国文化交流協会の取り計らいで、天津
市人民対外友好協会との協力関係樹立に関する協
図1　日中先端医療拠点構想
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議書を締結し、今後もより一層交流を深めること
で正式に合意に至ったことも特筆すべきことであ
る。（図2　協議書と記念写真（左から森副会長、
天津市人民対外友好協会陳副会長、日中友好協会
中野専務理事）
人材育成についてはBMCの国際化を視野に入
れ、シンガポールへの展開等も議論をしてきてお
り、機が熟するのを見定めている状況である。
また、BMCを中心とした人材育成とその国際
展開については第91回医療機器学会のシンポジ
ウムでも講演を行い、新たなビジネスモデルとし
て注目を集めたことも新たな展開である。
また、2015年度に引き続き外務省より若手代
表団としてTWInsの学生が中国に複数名訪問し、
医療事情視察を含めて現地の大学生との交流を実
現でき、メディアで伝えられる中国像との違いを
大いに感じた体験も付け加えておきたい。
さらに、中国の医療制度、医療事情等について
みずほ銀行の調査チームにお願いし、「中国にお
けるヘルスケア事業について」というタイトルで
セミナーをTWInsで開催した。
中国ヘルスケア分野におけるマクロ情報（政策
動向、医療制度）に加え、医療サービス分野（医
療機関）、医療機器分野、医療IT分野における市
場環境や主要プレーヤーの動向等について、現地
ヒアリングも踏まえた最新の情報を解説頂いた。
メディアから見聞きする情報よりも質の高い現
状を知ることができ、未来医学研究会メンバーへ
の啓蒙にも貢献できたと考えている。
以上のように暗中模索的でもあった先端医療イ
ニシアチブ活動も少しずつではあるが目に見える
結果が出てくるようになった。今後も継続してい
くことが大事だと考えている。皆さまのご支援を
引き続きお願いしたい。
図2　協議書と記念写真
（左から森副会長、天津市人民対外友好協会　陳副
会長、日中友好協会　中野専務理事）
